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方法：妊娠後期の妊婦 87 名を対象とし、既存の妊娠期快適性尺度 5因子 35 項目を使用し、快適性の現
状を質問紙調査した。
結果：因子ごとに初妊婦・経妊婦の 2群間の差を検定したところ、第Ⅰ因子【父親へと成長する夫との






























































































2）　妊娠期快適性尺度 5 因子 35 項目






































































　研究参加者の平均年齢は、32.3 ± 5.1 歳、平均
妊娠週数は、33.6 ± 3.3 週、初妊婦 54名（62.1％）、
経妊婦 33 名（37.9％）であった。居住地域は、






















項目の平均得点は、初妊婦 37.5 点、経妊婦 36.2
点（p ＝ 0.179）、第Ⅲ因子【周囲との交流による
支え】、8項目の平均得点は、初妊婦 40.9 点、経
妊婦 38.9 点（p ＝ 0.106）、第Ⅳ因子【母親になる
実感とわが子への愛着】、7 項目の平均得点は、
初妊婦 37.0 点、経妊婦 36.9 点（p ＝ 0.955）、第
Ⅴ因子【妊娠生活において変化する自分】、5項













　低得点者 9名の平均年齢は、31.9 歳± 4.8 歳で
あり、35 歳以上の高齢妊婦は 9 名中 3 名であっ
た。平均妊娠週数は、34.4 ± 2.4 週、初妊婦 5名
（55.6％）、経妊婦 4 名（44.4％）であった。第Ⅰ
因子【父親へと成長する夫との関係性の深まり】、
8項目の平均得点は、初妊婦 35.0 点、経妊婦 32.5
点（p ＝ 0.730）、第Ⅱ因子【わが子の動きによる
相互作用】、7項目の平均得点は、初妊婦 29.8 点、
経妊婦 30.0 点（p ＝ 1.000）、第Ⅲ因子【周囲との
交流による支え】、8項目の平均得点は、初妊婦
33.8 点、経妊婦 33.5 点（p ＝ 0.905）、第Ⅳ因子
【母親になる実感とわが子への愛着】、7項目の平
均得点は、初妊婦 28.0 点、経妊婦 28.8 点（p ＝
0.556）、第Ⅴ因子【妊娠生活において変化する自
分】、5項目の平均得点は、初妊婦 13.2 点、経妊
婦 12.8 点（p ＝ 0.905）であり、すべての因子に
おいては、2群間に有意差を認めなかった（表 3）。
4．各因子合計得点の年齢による比較
　研究参加者 87 名を 35 歳以上の高齢妊婦 59 名
（67.8％）と 35 歳未満の非高齢妊婦 28 名（32.2％）






高齢妊婦 41.0 点（p ＝ 0.944）、第Ⅱ因子【わが子
の動きによる相互作用】、7 項目の平均得点は、
非高齢妊婦 37.5 点、高齢妊婦 36.0 点（p＝ 0.145）、
第Ⅲ因子【周囲との交流による支え】、8項目の
平均得点は、非高齢妊婦 40.2 点、高齢妊婦 40.1
点（p ＝ 0.942）、第Ⅳ因子【母親になる実感とわ
が子への愛着】、7項目の平均得点は、非高齢妊
婦 37.2 点、高齢妊婦 36.6 点（p ＝ 0.591）、第Ⅴ
因子【妊娠生活において変化する自分】、5項目
の平均得点は、非高齢妊婦 19.0 点、高齢妊婦



















平均年齢（歳） 31.4 ± 5.2 33.9 ± 4.6 32.3 ± 5.1








t 値（df） p 値
Ⅰ　父親へと成長する夫との関係性の深まり 52 43.3 ± 5.2 33 37.2 ± 6.5 4.79（83） ＜ 0.001
Ⅱ　わが子の動きによる相互作用 54 37.5 ± 4.4 32 36.2 ± 4.4 1.35（84） 0.179
Ⅲ　周囲との交流による支え 54 40.9 ± 6.2 33 38.9 ± 5.0 1.63（85） 0.106
Ⅳ　母親になる実感とわが子への愛着 54 37.0 ± 4.6 33 36.9 ± 5.3 0.06（85） 0.955






















































t 値（df） p 値
Ⅰ　父親へと成長する夫との関係性の深まり 57 40.9 ± 6.6 28 41.0 ± 6.1 －0.07（83）	 0.944
Ⅱ　わが子の動きによる相互作用 59 37.5 ± 3.9 27 36.0 ± 5.2 　1.47（84）	 0.145
Ⅲ　周囲との交流による支え 59 40.2 ± 6.1 28 40.1 ± 5.3 　0.07（85）	 0.942
Ⅳ　母親になる実感とわが子への愛着 59 37.2 ± 5.2 28 36.6 ± 4.0 　0.54（85） 0.591








Ⅰ　父親へと成長する夫との関係性の深まり 35.0 ± 7.4 32.5 ± 7.2 0.730
Ⅱ　わが子の動きによる相互作用 29.8 ± 2.4 30.0 ± 0.8 1.000
Ⅲ　周囲との交流による支え 33.8 ± 3.6 33.5 ± 4.2 0.905
Ⅳ　母親になる実感とわが子への愛着 28.0 ± 4.4 28.8 ± 8.3 0.556















































































































快適性尺度、第Ⅴ因子の 1 項目について、87 名
中 9名が未記入であり、質問の意味が妊婦へ十分
伝わらなかった可能性がある。今後は、さらなる
データの集積と尺度の再検討を行っていく必要が
ある。
Ⅶ．結　論
　妊娠期の集団教育に参加した首都圏に在住する
妊婦 87 名の妊娠後期における妊婦の快適性の現
状を比較、検討した結果、以下のことが明らかと
なった。
1．初妊婦、経妊婦の快適性を比較した結果、
第Ⅰ因子【父親へと成長する夫との関係性
の深まり】のみ、両者に有意差を認め、経
妊婦に対する夫婦関係を促進する支援の充
足が望まれる。
2．快適性得点の低い初妊婦、経妊婦の快適性
を比較した結果、両者に有意差および属性
の際立った特徴を認めず、看護者は、妊婦
のマイナートラブル、夫婦関係、妊娠の受
容、周囲からの支援の視点から妊婦と家族
をみつめ、快適性に影響する個別的な要素
を探る糸口を得て、支援につなげていくこ
とが必要である。
3．高齢妊婦と非高齢妊婦の快適性を比較した
結果、両者に有意差を認めず、年齢にかか
わらず個別に妊婦の状態を把握し、快適性
を向上する支援を提供する必要がある。
　本研究は、2018 ～2019 年度千代田学の助成を
受け研究を行った。本研究の一部は、第 60 回日
本母性衛生学会学術集会で発表した。
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